
留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 
 
 
 
1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 
 
 
 
 
2. 留学先到着後の手続きについて                                                                       
2-1. 到着時について 
 利用航空会社：                
 利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：                   
 留学先大学最寄り空港名：                    空港 
 空港到着時間：         時頃 
 空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー 

         □その他（具体的に）                   
 移動の所要時間・料金：          分，            
 空港からの移動の際の注意点： 
 
 
 
2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
 オリエンテーションの有無：□有り □無し 
 参加について：□必須 □任意参加 
 参加費用：□無料 □有料（金額：             ） 
 内容について記入してください。 
 
 
 
2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
 現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。 
 
 
 
 その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。 
 
 
 
 
 
3. 語学力向上のためのコースについて                                                                    
3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。 
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。 

No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_1_5: 　最初の頃は授業についていくのが大変でした。毎週の予習課題が難しく、授業以外の空き時間は課題に追われていることが多かったです。英語も教授の英語は比較的わかりやすいのですが、学生の質問や発言が聞き取りづらく、授業内容がわからないことも多くありました。予習などが追い付かない時は授業内容が全く分からないこともありました。
　私はこの留学で一番楽しみにしていたのが大学の授業でした。周りより英語力が劣っている分空き時間も予習復習をしっかりと行い、勉強を楽しみたいと考えていました。しかし上で述べたように授業にはなかなかついていくことができず、また予習復習も自分が思っていたようにできず、なかなか集中力が続きませんでした。そのような理想と現実の差に最初の頃はかなり悩みました。しかし途中から頭を切り替え、授業は完璧を目指すのではなく自分のできる範囲で頑張り、その他の様々な活動に積極的に参加するようにしました。大学内の様々なサークルや部活動に参加したり、Facebookなどで様々なイベントの情報を探して参加しました。ブリスベンでは市が運営しているイベントやワークショップがたくさんあり、ほとんどが無料で参加することができました。そこで色々な人と交流し、情報を集めたり英語の練習を行うことができました。そのような活動は息抜きにもなり、英語力の向上にも繋がって、本来のイメージほどではないですが少しずつ勉強にも集中できるようになりました。
　大学の制度は素晴らしく、学習環境は文句の付け所がありません。最初は、ほとんどの生徒が授業を３コースもしくは４コースしか取らないことに驚きましたが、その分一つ一つの授業に多くの時間を費やすことができ、授業内容が身に着いていることが実感できました。講義とチュートリアルの二重式の授業によって、インプットとアウトプットを両方行うことができることも授業内容の習得につながりました。またそれぞれの授業が互いに良い影響を与えることもありました。例えば私はこれまでたくさんのレポートを提出してきましたが、レポートの書き方などをきちんと学んだことはありませんでした。レポートも提出後は特に見直すことはなく、先生からのフィードバックなどもなかったので、3年間を通してもあまり成長がなかったように思われます。ライティングの授業はエッセイの書き方について丁寧に教えてくれ、とても良い勉強になりました。そしてライティングの授業で学んだことを活かし、他の授業の課題のエッセイに応用することができました。また人類学の授業で学んだことをオーストラリア学の授業に応用することもありました。それぞれの課題には教授からのフィードバックが行われるので、そこで受けたアドバイスも次に生かすことができ、日本の３年間よりもこちらでの１学期間での方がよりエッセイを書く力が養われたように思います。
　講義はすべて録画され、ネット上でいつでも閲覧することができ、また授業内で使われたパワーポイントなどもアップロードされます。それらのオンラインの教材は授業を復習する際非常に役に立ちました。
　まだまだ自分の英語力は足りておらず、英語力がもう少しあればもっと授業を楽しめただろうなと思うことも多々ありますが、2学期が始まるまでにより英語力を伸ばし、もう少し授業をよく理解し、自分も他の学生のように発言できるようになりたいと思います。クイーンズランド大学の学生は皆とても優秀で、勉強熱心です。最初の頃は私には分不相応だったのではとも思い悩みましたが、優秀な学生に囲まれて勉強ができることはとても恵まれた環境だと思います。彼らをモチベーションに、授業を頑張っていきたいと思うようになりました。
　授業以外にも、私がとても良いと思ったのは、Language Exchangeというマッチングシステムです。自分のプロフィールを登録すると、日本語の勉強をしている現地の学生とマッチングしてくれ、日本語を教える代わりに英語を教えてもらうことができます。そのプログラムを通して友達を作ることができ、英語を練習することもできました。日本語を教えることも私にとっては良い経験でした。日本語を母語とする私は考えもしなかった疑問をぶつけられることも多く、私自身改めて母国語を学ぶことができました。また、こちらにきてから与えられたり受け身の活動がほとんどだった中、日本語を教えるという与える側の行為を行うことができたのも、精神的な安定や自信に繋がりました。
　まだまだ課題はたくさんありますが、この最高の環境を活かし、残りの留学生活を無駄にすることなくより良いものにしたいと思います。
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